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航
空
機
産
業
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
産
業
、
建
設
機
械
産
業
に

お
い
て
は
、
イ
ン
コ
ネ
ル

ニ
ッ
ケ
ル
基
超
合
金

や

チ
タ
ン
合
金
を
は
じ
め
と
し

た
難
削
材
の
大
型
丸
物
部
品

加
工
の
需
要
が
増
加
し
つ
つ

あ
る
。
工
作
機
械
で
丸
物
部

品
を
加
工
す
る
に
は
そ
の
特

性
か
ら
回
転
中
心
を
水
平
に

配
置
し
た
横
旋
盤
と
、
垂
直

に
配
置
し
た
立
旋
盤
を
加
工

形
状
に
応
じ
て
選
択
す
る
。

　
東
芝
機
械
は
大
型
で
重
量

の
あ
る
工
作
物
加
工
が
得
意

で
、
チ
ャ
ッ
ク
に
載
せ
や
す

く
、
重
力
変
化
が
発
生
し
に

く
い
立
旋
盤
、
Ｔ
Ｕ
Ｅ
シ
リ

ー
ズ
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。
「
立
旋
盤
　
Ｔ
Ｕ
Ｅ

―
１
０
０
」
は
そ
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
強
化
を
目
的
と
し
て

開
発
さ
れ
た
。
加
工
ワ
ー
ク

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
に
焦

点
を
当
て
テ
ー
ブ
ル
サ
イ
ズ

直
径
１
０
０
０

と
い
う

仕
様
を
設
定
し
て
い
る
。

　
開
発
に
際
し
て
は

強
力

な
立
旋
盤
を
実
現
す
る
た
め

に
上
位
機
種
と
同
等
の
ラ
ム

断
面
寸
法

多
種
多
様
な
加

工
に
対
応
可
能
な
幅
広
い
テ

ー
ブ
ル
回
転
速
度
域

環
境

性
や
安
全
性
に
配
慮
し
た
全

閉
式
カ
バ
ー
―
の
３
点
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
テ
ー
ブ
ル

径
１
５
０
０

や
２
０
０

０

と
い
っ
た
大
型
立
旋

盤
の
開
発
実
績
を
生
か
し
な

が
ら
、
小
径
テ
ー
ブ
ル
対
応

に
注
力
し
た
成
果
で
優
れ
た

重
切
削
能
力
を
実
現
し
て
い

る
。

　
立
旋
盤
は
コ
ラ
ム
の
形
状

か
ら
シ
ン
グ
ル
コ
ラ
ム
タ
イ

プ
と
ダ
ブ
ル
コ
ラ
ム
タ
イ
プ

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｔ
Ｕ
Ｅ
―
１
０
０
は
シ
ン
グ

ル
コ
ラ
ム
タ
イ
プ
で
あ
り
な

が
ら
、
コ
ラ
ム
が
テ
ー
ブ
ル

中
心
位
置
ま
で
張
り
出
し
た

大
き
な
断
面
形
状
の
ウ
オ
ー

ル
型
コ
ラ
ム
を
採
用
し
て
い

る
。
テ
ー
ブ
ル
の
大
き
さ
に

合
わ
せ
て
必
要
移
動
量
を
確

保
し
て
い
る
コ
ラ
ム
は
横
桁

と
鋳
物
一
体
構
造
に
し
て
、

刃
物
台
を
支
え
る
強
固
な
土

台
を
形
成
し
て
い
る
。

　
こ
の
横
桁
に
は
Ｔ
Ｕ
Ｅ
シ

リ
ー
ズ
の
上
位
機
種
と
同
じ

断
面
形
状
の
ラ
ム
を
搭
載

し
、
Ｚ
軸

繰
り
出
し
方

向

に
突
き
出
さ
れ
た
ラ
ム

の
剛
性
を
確
保
し
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
横
桁
昇

降
を
不
要
に
し
て
お
り
、
効

率
よ
い
空
間
設
計
を
実
現
し

た
。

　
工
作
物
を
回
転
さ
せ
る
テ

ー
ブ
ル
駆
動
用
モ
ー
タ
ー
は

／

を
標
準
搭

載
し
、
高
出
力
化
し
て
い

る
。
ま
た
、
構
造
上
の
取
り

組
み
と
し
て
は
テ
ー
ブ
ル
の

重
力
荷
重
を
支
え
る
大
径
ス

ラ
ス
ト
ボ
ー
ル
軸
受
と
径
方

向
荷
重
を
支
え
る
テ
ー
パ
ー

こ
ろ
軸
受
を
採
用
し
た
テ
ー

ブ
ル
に
よ
り
、
高
速
・
重
切

削
を
可
能
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
最
新
サ
ー
ボ
ア
ン
プ
の

採
用
で
、
駆
動
系
モ
ー
タ
ー

の
効
率
向
上
を
実
現
。
消
費

電
力
の
削
減
に
貢
献
し
て
い

る
。

　
一
方
、
環
境
面
に
も
配

慮
。
切
り
く
ず
や
切
削
剤
の

飛
散
を
防
止
し
、
ミ
ス
ト
化

し
た
ク
ー
ラ
ン
ト
が
工
場
内

に
拡
散
す
る
こ
と
を
防
止
す

る
な
ど
の
効
果
が
高
い
天
井

付
き
全
閉
式
カ
バ
ー
を
採
用

し
た
。
カ
バ
ー
の
採
用
で
ク

ー
ラ
ン
ト
の
高
圧
化
を
図
る

こ
と
も
で
き
る
。
ク
ー
ラ
ン

ト
圧
７

下
に
お
け
る
イ

ン
コ
ネ
ル
加
工
の
場
合
で
、

１
回
転
当
た
り
１
・
２

従
来
比
２
・
４
倍

の
重

切
削
を
達
成
。
高
圧
ク
ー
ラ

ン
ト
に
よ
る
切
り
く
ず
の
分

断
性
向
上
や
、
工
具
の
長
寿

命
化
と
い
っ
た
効
果
も
期
待

で
き
る
。
コ
ラ
ム
と
テ

ー
ブ
ル
を
支
え
る
ベ
ッ

ド
は
シ
ャ
ワ
ー
ク
ー
ラ

ン
ト
に
配
慮
し
た
傾
斜

形
状

ス
ラ
ン
ト
ベ
ッ

ド

で
、
５
カ
所
に
ク

ー
ラ
ン
ト
ノ
ズ
ル
を
配

置
。
切
り
く
ず
の
排
出

性
を
向
上
さ
せ
て
い

る
。

　
操
作
面
で
は
操
作
盤

に
自
動
運
転
モ
ー
ド
に

加
え
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
操

作
を
容
易
に
行
う
た
め

に
必
要
と
な
る
各
種
押

し
ボ
タ
ン
を
配
置
し
、

使
い
や
す
さ
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
。
保
守
面
で
は
機
械

右
側
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必

要
な
機
器
を
集
中
配
置
す
る

こ
と
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性

を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

　
必
要
移
動
量
を
確
保
し
た

「
ウ
オ
ー
ル
型
コ
ラ
ム
／
横

桁
の
一
体
構
造
化
」
が
横
桁

昇
降
を
不
要
に
し
た
効
率
の

良
い
空
間
設
計
を
実
現
し
て

い
る
点
、
ベ
ー
ス
部
の
ブ
ラ

ッ
ク
が
安
定
感
の
表
出
に
一

定
の
効
果
を
果
た
し
て
い
る

点
、
ブ
ル
ー
に
カ
ラ
ー
リ
ン

グ
さ
れ
た
全
閉
式
カ
バ
ー
が

ラ
ム
を
完
全
に
覆
っ
て
い
る

関
係
で
機
械
高
を
誇
張
す
る

存
在
感
を
示
し
て
い
る
点
な

ど
が
評
価
さ
れ
た
。

　
水
質
を
限
り
な
く
水

Ｈ

２
Ｏ

の
状
態
に
近
づ
け
た

超
純
水
は
半
導
体
産
業
か
ら

原
子
力
発
電
所
、
医
療
機

関
、
研
究
機
関
、
食
品
産
業

に
い
た
る
ま
で
、
幅
広
い
分

野
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
オ
ル
ガ
ノ
の
「
ユ
ニ
ッ
ト

型
超
純
水
製
造
装
置
　
オ
ル

ト
リ
ア
Ｕ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
」
は

水
道
水
か
ら
超
純
水
を
製
造

す
る
水
処
理
装
置
。
前
処
理

か
ら
１
次
純
水

純
水
製

造

、
サ
ブ
シ
ス
テ
ム

超

純
水
製
造

と
い
う
一
連
の

処
理
工
程
を
ユ
ニ
ッ
ト
化
し

て
い
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
設

計
と
簡
単
な
運
転
管
理
の
両

立

美
し
い
外
観
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
簡
便
性
の
両
立

自

動
制
御
に
よ
る
節
水
、
省
エ

ネ
化
の
達
成
―
を
ポ
イ
ン
ト

に
掲
げ
て
開
発
が
行
わ
れ

た
。

　
通
常
、
超
純
水
は
数
種
類

の
水
処
理
機
器
を
使
い
、
何

段
階
か
の
処
理
工
程
を
経

て
、
製
造
さ
れ
る
。
装
置
を

自
動
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
従
来
、
手
動
操
作
や
目

視
が
必
要
だ
っ
た
弁
や
計
器

を
自
動
化
や
セ
ン
サ
ー
化
す

る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
内

部
の
設
計
レ
イ
ア
ウ
ト
に
高

い
自
由
度
が
生
ま
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

装
置
設
計
が
可
能
に
な
っ

た
。
ユ
ニ
ッ
ト
内
機
器
類
の

配
置
、
配
管
設
計
の
見
直
し

で
、
従
来
品
比
で
約

％
の

ス
ペ
ー
ス
削
減
を
実
現
し
て

い
る
。

　
一
方
、
節
水
や
省
エ
ネ
化

へ
の
取
り
組
み
で
は
処
理
効

率
の
向
上
や
制
御
の
自
動
化

を
行
っ
た
。
前
段
階
で
は
硬

度
分
散
剤
の
自
動
添
加
に
よ

り
逆
浸
透

Ｒ
Ｏ

膜
の
排

水
側
濃
縮
度
を
高
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
従
来

％
だ
っ

た
水
回
収
率
を

％
ま
で
向

上
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
。
水

道
水
を
１
時
間
当
た
り
約
１

・
５
立
方

節
約
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
１
次
純
水
の
段

階
で
は
処
理
水
量
と
排
水
量

の
比
率
を
一
定
に
保
つ
独
自

の
「
自
動
流
量
制
御
シ
ス
テ

ム
」
を
開
発
。
流
量
調
節
を

完
全
自
動
化
し
て
い
る
。
サ

ブ
シ
ス
テ
ム
段
階
で
は
全
量

濾
過
タ
イ
プ
の
限
外
濾
過

Ｕ
Ｆ

膜
と
イ
ン
バ
ー
タ

ー
搭
載
の
純
水
ポ
ン
プ
に
よ

っ
て
、
年
間
数
百
万
円
に
お

よ
ぶ
節
電
・
省
エ
ネ
効
果
、

排
水
節
約
を
実
現
し
て
い

る
。

　
操
作
盤
に
は
８
・
４

の

カ
ラ
ー
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
採

用
。
視
認
性
と
操
作
性
を
向

上
さ
せ
た
。
「
メ
ニ
ュ
ー
」

「
フ
ロ
ー
」
「
工
程
操
作
」

「
調
節
計
」
「
薬
注
量
制

御
」
「
設
定
値
変
更
許
可
」

が
整
理
さ
れ
て
お
り
、
日
常

管
理
や
運
転
操
作
の
容
易
化

を
促
進
す
る
た
め
の
き
め
細

か
い
対
策
が
施
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
運
転
デ
ー
タ
の

保
存
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
か
ら
の
取
り

出
し
が
可
能
。
運
転
管
理
の

削
減
や
ト
ラ
ブ
ル
時
の
原
因

特
定
、
早
期
解
決
に
有
効
で

あ
る
。

　
最
大
の
特
色
で
あ
る
自
動

流
量
制
御
シ
ス
テ
ム
は
必
要

な
設
定
値
を
入
力
す
る
だ
け

で
運
転
可
能
回
収
率
と
得
ら

れ
る
処
理
流
量
が
水
温
ご
と

に
計
算
さ
れ
、
自
動
運
転
プ

ロ
フ
ァ
イ
ル
を
グ
ラ
フ
化

し
、
表
示
す
る
方
式
が
採
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
Ｒ
Ｏ
装
置
の
流

量
調
整
が
不
要
と
な
る
。
流

量
調
整
ミ
ス
に
よ
る
Ｒ
Ｏ
膜

の
閉
塞
を
防
止
す
る
。

　
一
方
、
造
形
処
理
で
は
オ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
方
式
を
採
用
し
た
外
観

は
、
操
作
系
を
ブ
ル
ー
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
系
を
ホ

ワ
イ
ト
と
し
て
、
２

ト
ー
ン
の
カ
ラ
ー
リ

ン
グ
に
よ
っ
て
清
潔

感
表
出
を
意
図
し
て

い
る
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
の
内
部
は
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
頻
度
に
配
慮

し
て
、
必
要
機
器
・

装
置
類
が
凝
縮
配
置

さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

頻
度
の
多
い
前
処
理

系
は
左
側
面
に
集

約
。
両
開
き
扉
に
す

る
こ
と
で
、
効
率
よ

い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
オ
ル
ト
リ
ア
Ｕ
Ｃ
シ
リ
ー

ズ
は
同
社
の

年
以
上
に
及

ぶ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
製
品

第

回
機
械
工
業
デ
ザ
イ
ン
賞

審
査
委
員
会
特
別
賞
受
賞

の
後
継
機
種
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
流
量
調
整

不
要
、
節
水
、
省
電
力
を
実

現
す
る
な
ど
、
長
年
の
技
術

開
発
成
果
を
背
景
に
大
き
な

進
化
を
遂
げ
た
。
使
い
勝

手
、
処
理
効
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
制
御
シ
ス
テ
ム
の

高
機
能
化
、
安
全
性
向
上
策

な
ど
、
そ
の
内
容
も
完
成
度

の
高
い
仕
上
が
り
を
み
せ
て

い
る
。


